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研究成果の概要（和文）：本研究は、グローバル化における日本の国境の研究から得た知見を基に、近代におけ
る領土や国境の多層的な性格を基礎とする普遍的に応用できる理論を構築することを目指した。この研究助成に
より、日本における国境管理や政策について、多くの国際学会で報告する機会を与えられ、国境や境界研究の国
際的ネットワークからも多くの意見をもらうことができた。また、世界各地における国境管理や境界をめぐる現
状と将来について、日本の現実と経験が、グローバルに展開されている対話の中で、その重要性を増すようにな
ったことも一つの成果である。引き続き日本における国境概念やその管理について、歴史的かつ現代的意義を追
及することを試みる。

研究成果の概要（英文）：Thanks to this grant, I have been able to present data on Japan’s border 
management and policies at around thirty international conferences, and received feedback on my 
ideas from a number of international networks. This has incorporated Japan’s border realities and 
experience into an increasingly important global conversation regarding the state and future of 
borders today. I have produced multiple articles detailing aspects of what has been learnt in the 
course of the grant period. The results of the project will continue to emerge for the next couple 
of years, and will feed into my future work on the historical and contemporary aspects of how Japan 
understand and administers its own borders.

研究分野： 国際関係論

キーワード： 国境　国家　脱領域化　グローバル化　スケール　国家空間　空間認識　地図作成
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令和

研究成果の学術的意義や社会的意義
本研究では、欧米の境界研究理論・方法論を日本の国境実態との兼ね合いで再検討し、国境というグローバル化
において動静されつつ政治空間の創出に対しての新局面を分析できる理論を発展することを試みた。理論研究と
実証研究との有機的連帯を図りつつ、グローバル化における国境への展望を示すことが、日本における境界研究
の国際的地位を向上させるのみならず、政治（地理・経済）学研究、国際関係論研究、移民研究などに対する重
要な理論的インパクトを与えることができた。ここに、本研究成果の学術的意義と社会的意義が存在する。

※科研費による研究は、研究者の自覚と責任において実施するものです。そのため、研究の実施や研究成果の公表等に
ついては、国の要請等に基づくものではなく、その研究成果に関する見解や責任は、研究者個人に帰属されます。



様 式 Ｃ－１９、Ｆ－１９－１、Ｚ－１９（共通） 
 
１．研究開始当初の背景 
 

（１） 日本の国境問題 
日本が関わる隣国、つまりロシア、韓国、中国との国境問題の比較及び相関分析は、近年、

岩下明裕が『北方領土、竹島、尖閣 これが解決策』（朝日新書、2013 年）などで整理した

ように、学界でも注目を浴びている。他方で、古川浩司による比較研究「日本の国境問題：

包括的視点」（Journal of Borderlands Studies, Vol.26 No.3, pp.297-314, 2011）のように、

日本の様々な境界地域に目配りしつつも、その分析は主としてナショナルな枠組みでなさ

れており、より広義に東アジアの文脈でとらえられた場合でも、東郷和彦が主張するように

（「領土問題の背後にある歴史問題―それを忘れると百年の計を失う」『日本の論点』2012
年、208–211 頁など）、歴史問題やナショナリズムといったテーマで議論されがちである。

このことから、日本の国境分析についてナショナルを越える視座に基づき、多角的かつグロ

ーバル化の文脈において分析することは緊急の課題となっている。 
 
（２） グローバリゼーション下の国境・領土問題 

世界の研究状況を俯瞰すれば、「ベルリンの壁」崩壊後、ボーダーをめぐる研究の進展は

著しく、多数の研究者が「グローバル化が進めば国境問題はより解決しやすくなる」と期待

していた。理由は様々だが、例えばアンジ・パッシは「領土自体の重要性が低下する」とみ

なし、リーとミッチェルは「経済的相互依存の増加」がこれを促すと考えた。さらにフスと

アレは「民主主義的な平和主義の尊重」が、オクスマンは「多国間枠組みの創造」が解決に

資すると主張した。しかしながら、これらの期待とは逆に、近年、領土問題は激化し、国境

地域では「壁」「フェンス」が次々と建設されている。要するに、マーフィが言うように、

世界のどの国においても「国境は依然、戦っても守るべき価値あるもの」とみなされている。

日本や東アジアにおいてもいまだに「固有の領土」という説明の難しい概念が流布している

ことは周知の通りである。 
 
（３） 領土・国境の再構築 

他方で、近年の政治地理学やボーダースタディーズ（境界研究）では、「境界はどこにで

もある」というバリバールの理解を前提とし、国境の脱領土化の進展も指摘されている。だ

が、グローバル化におけるその脱領土的な性格を分析する際においても、すでに指摘したよ

うに、その方法論はいまだ国家の枠組にとらわれており、「領土はあくまで国家の一部」た

ることを前提とした、国家中心的なアプローチ以外のものを見いだせずにいる。さらに、世

界的にも国境を巡る諸問題が頻発しているように、国境警備や国境地域の安全保障を越え

て、問題の政治争点化の広がりは、国境に関わる実態とこれに伴うディスコースや再構築を

引き起こしている。本研究は、ラムフォードの言う multiperspectival borders の知見から出

発し、国境概念の様々なレベルやスケールに焦点を当て、グローバル化のもとでの日本を巡

る領土や国境に関する新たな視点を提供するとともに、多層的な理論形成に寄与する。 
 
（４） 概念構築 

申請者は、博士論文では、17 世紀から 19 世紀の日本において蝦夷地の領地が作られ北海

道として組み込まれていく過程を分析し、領土の構築や国境策定化が行われた多様なレベ

ルやスケールに注目したが、本研究では、二国間レベルで主として取り扱われていた日本の



国境問題が近年、パッケージとして議論されている点に着目する。さらに申請者は 20 の大

学が連携しているカナダのビクトリア大学に拠点をおく Borders in Globalization（BiG、

http://www.bigglobalization.org/ ）のプロジェクトに関わっており、現代における国境の変

容の比較研究におけるアジア地域を担当している。現代における日本の国境の変容を分析

するためには、日本の国境に関する詳細な歴史的検討と同時に比較的観点を発展すること

が不可欠である。 
 
２．研究の目的 

境界の脱領域化という概念は、国境の浸透性と多様な空間に於いて機能することを強調

している。これは、ギデンズのいう国家の機能がいわゆる「閉ざされた権力の巣窟」である

という以前の理解とは全く異なっている。しかし、いまだに残る疑問としては、なぜ国境で

区切られた領土がいまだに重要性を帯びているか、またなぜそれが閉ざされており、世界中

で紛争の原因となっているのか。この疑問に答えるために、本研究では、日本の国境を理解

するための枠組みを構築し、またその機能の脱領域化を実証的に分析する。 
この研究を行うことによって、日本の国境を取り巻く紛争とグローバルな次元における

領土の変容の関係性について明らかにしていく。以上を明らかにすることで、グローバル化

と、日本に行われている国境の変容の明確な関係を描くことを期待する。しかし、国境にお

ける変容課程をグローバル化という視点のみから説明するは還元主義的思考であり、ニュ

ーマンが指摘するように、グローバル化によって「国境における不均衡な影響」が国境を構

築する多重なレベルで進行している。したがって、本研究の主な目的は以下である： 
 

（１） 国境とはいかに国家の領土に基づいて構築されるかと検討し、 
 

（２） 国境がどのように多様なスケールにて構築されるかを理解し、 
 

（３） 日本とその他の地域における多層的な国境の在り方を比較するものである。 
 

以上のことを遂行することで、グローバル化における多様な脱領土化の影響は、結局のと

ころ、地方からグローバルなものまで多様な規模と段階に及んでいる。そのため、国家の権

力を国家の領土に再根拠する過程を明らかにすることによって、グローバル化における国

境の変容に関する多層的な理論へと発展させることが可能であると考える。 
 
 
３．研究の方法 

日本の国境は、概念的にも地理的にもかなり広義な概念であり、日本の領土として定

義される島々、国境が管理され統治される多様な拠点、そして国境に関連した政策の立

案から導入までを手掛ける政府の様々なレベルなどがその概念に関係している。日本の

国境政策に関する研究プロジェクトに従事していたため、日本の国境がグローバリゼー

ションによって、どのように影響されているのかを探るための大きな手がかりとなろう。 
国境に関する理論を構築するためには、本研究はカナダ・ビクトリア大学の Borders 

in Globalization（BIG）研究プロジェクトと協力し、日本の国境変容の重要性を適切な文

http://www.bigglobalization.org/


脈の中で理解することを試みた。BIG プロジェクトのデータを活用することによって、

グローバリゼーション下における日本の国境とその他国境を複数比較することが可能

であった。グローバリゼーション下における脱領土化や再領土化といった矛盾した傾向

を、理論化するために日本の事例は不可欠であり、その主な理由としては、日本におけ

る歴史的にも独特な海の国境からなる体制という意識と同時に、現在課題となっている

国境体制の規範的な先導者となった西洋諸国と共有しているポスト帝国主義的遺産で

ある。 
本研究で得た実証データを分析することによって、グローバリゼーションがどのよう

に日本の国境を変容させているかという知見を提供してくれるとともに、日本の事例が

他の国境が変容される過程と比較してどのような共通点・相違点があるかを検討するこ

とによって、研究だけでなく政策面にも寄与することを確信した。 
本研究が目指す目標であるグローバリゼーション下における国境の変容に関する多

層的な理論の構築は、今後の理論的枠組みやデータの収集の道標となり、現在まだ包括

的な理論がない現状においても、その分析によって日本の国境に関する基調な発見が獲

れると考える。同様に、個々が集めたデータだけでなく、現存する研究ネットワークの

成果である質的・量的データを活用することによって、その実証性が格段と増す。 
 
 
４． 研究成果 
  

本研究の成果について、主に研究目的の（１）から（３）に沿って、下記に示す通りである。 
 

【（１）国境と国家の関係について】 
2016 年 4 月中旬にカナダ・ビクトリア大学と Association of Borderlands Studies (ABS)
年次大会で報告、同年 7 月にポーランドで開催された International Studies Association 
(ISA)では企画パネル、2017年 4月に行ったAmerican Association of Geographers (AAS) 
年次大会の報告、ブリティッシュ・コロンビア大学のワークショップとそして同年

ABS 年次大会で “Island Borderlines: Mapping points of enforcement in the Japanese 
archipelago”を報告した 2018 年 4 月には “Hokkaido Workshop on Immigration Policy 
and Border Security in Japan”、同年７月 ABS World 国際大会にて招集したパネル 
“Bordering East Asia: ideas of territory and ideal territories at Eurasia’s Eastern 
Edge”、”Borders and Boundaries in Asia”、 “Border-Making and its Consequences: Global 
Track”でそれぞれ報告をした。2019 年 4 月に開催された ABS 年次大会では 

“European Union Border, Migration and Security Policies in Comparative Perspective”と題

したラウンドテーブル、 “Japan’s Borders in the Contemporary World”を発表し、日本

の国境政策等について、グローバルな視点から比較検討をした。また地域レベルか

らのアプローチとしては、2019 年 7 月の “Knowledge, Security and ‘Cartographic 
Anxiety’”と 11 月の “Constructing Edges: Illuminating Border Development in East Asia”
によって検討することができた。 

 
 
【（２）国境の多様なスケールについて】 

2016 年 8 月の中国や、10 月のルクセンブルクにて開催された研究会では、スケー

ルについて研究報告を行った。また 2016 年 12 月に九州大学で開催した国際学会 



“Borders of Memory: National Commemoration in East Asia”が日本と隣国における国境

の各機能を再検討する機会となった。国境に対してのグローバルレベル、または地

域レベルの比較研究を行った。その関連で、2017 年 9 月のヨーロッパ日本研究協

会の大会（リスボン）や、2017 年 10 月の日本南アジア学会年次大会では研究報告

を行い、同年 11 月の Kyushu University Interdisciplinary Colloquium と共催した “All 
hands on deck? Navigating Asia’s new Security Seascape” 研究会や、九州大学の西新プ

ラザで開催した 12 月の “Between Asias: Inter-regional Spaces” 国際大会、２０１８

年 1 月の「北東アジアの危機と岐路」国際大会にて、発展した。2018 年７月におけ

る ISA（Brisbane）や、9 月の国際社会科学フォーラム（福岡）でもスケールに関す

る研究報告を行い、2019 年 4 月の韓国・中央大学では “Illuminating Edges: Reflecting 
on the Sino-North Korean Boundary”と題した招待講演や、同月のサンディエゴにおけ

る “Border of Memory: Heritage divides in Palau and the Yaeyamas”という研究報告を行

った。また、2019 年 9 月に Japan Forum というジャーナルにて、Borders of Memory
についての特集、論文も発行した。さらに、本研究の歴史的「厚み」を増すため、

2017 年 4 月のコロンビア大学で報告、2017 年 9 月にはライデン大学で報告、10 月

にはスタンフォード大学で報告し、研究目的の（１）と（２）をより広い歴史的視

点から 19 世紀初頭の日露摩擦の原因となった「領土化」する過程を分析する機会

を得ることができた。これをより発展させるため、琉球大学の研究基金にて、中京

大学の古川浩司が代表する「アジア太平洋島嶼国・地域のボーダーに関する比較研

究：沖縄の離島と南洋諸島を中心に」に協力し、2019 年 2 月 19 日の韓国・中央大

学の招待講演にて “Borders of Memory: War Heritage in Palau and the Yaeyamas” と
題した報告をした。 

 
 
【（３）国際比較について】  

本研究では、グローバル化が国境にもたらす影響の幅と深度に関する分析も行っ

た。その研究成果は、岩下明裕と協力し、2017 年 2 月のワシントン DC で行った

USJI フォーラムや、2017 年 4 月に行われる各学会にて報告する内容に反映されて

いる。この多層的な国境機能を分析した研究を行うことにあたって、日本の国境

に着目し、また、グローバル・レベルにおける国境の脱領域化が日本にどれほど

当てはまるかという分析も併せて行い、日本、または世界における国境の機能を

理解することの可能性について、2018 年 3 月末の AAS 年次大会にて招集、報告

した “Territory in East Asia: Islands and Seas” パネルで提示した。多層的な国境の在

り方について、2019 年 5 月の “Populism in Context”のワークショップ、2019 年 8
月の “ABSj-NIHU Seminar on Japan’s Ocean Borderlands” にて検討してきた。 
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